
第６学年 国語科学習指導案 

 

平成２９年１１月２１日（金）第５校時 

授業者 松井 勝彦  

 

１．単元名   
筆者のものの見方をとらえ、 
自分の考えをまとめよう。 

 
２．教材名 「『鳥獣戯画』を読む」 

    「この絵、わたしはこう見る」 
 

３．指導の立場 

 「『鳥獣戯画』を読む」は、アニメーション映画の

演出家である高畑勲さんが、「漫画の祖」といわれる

国宝の絵巻物『鳥獣戯画』の一場面の絵を取り上げ

て解説をした説明的な文章である。そして、「筆者の

ものの見方を捉え、自分の考えをまとめる」ことを

ねらいとしている。また、筆者のものの見方とその

対象が明確で、読み手が納得したり自分の見方と比

較したりできる教材である。本単元では「鳥獣戯画」

のもつ魅力を「絵」「絵巻物」「歴史的背景」を切り

口に、絵と文章を照らし合わせて、筆者のものの見

方や考え方を読み取らせ、それを名画の解説文を書

かせるという活用場面に生かすことができる。これ

らのことから、次に学習する書くこと領域の教材「こ

の絵、わたしはこう見る」と複合させた単元を構成

する。「ものの見方を広げる」という単元名の通りに、

子どもが高畑さんの見方と自分の見方を比べて、自

分の見方を広げたり、高畑さんの考えに近づいたり

できるようにしたい。この解説文を読むことで、自

分だけでは気付かない鳥獣戯画のすばらしさを理解

できるはずである。 
 児童はこれまでに、５年「生きものは円柱形」、６

年「時計の時間と心の時間」で、筆者の考えや主張

を読み取り、それに対する自分の考えをまとめる学

習をしている。しかし、実体験や科学的な事実を根

拠とした主張とは違い、「ものの見方」は個人の感性

によるところが大きく、根拠も具体と抽象が入り混

じってくる。そこで筆者のものの見方を学ぶために

は事実と感想、意見などの関係を押さえることが重

要になる。 
 この点で、児童の事実と考えの区別や関係性を捉

える力が弱いと言える。事実を確実に捉えていない

ことで考えがあいまいになることがある。また、こ

の事実からこう考えるという根拠を明確にできない

面が見られる。 
本単元では「解説文を書く」という言語活動を見

通し、自分のものの見方で絵を読む力と、読み取っ

たことを「評価を表す言葉」を用いて表す力を身に

付けさせたいと考える。絵のよさをどう読み取った

らいいのかを知るために、「『鳥獣戯画』を読む」の

高畑勲さんの「何を」「どのように」伝えているかに

ついて単元を貫く言語活動を設定することで、「『鳥

獣戯画』を読む」を読む目的をはっきりさせ、読ん

だことを書くことにつなげる。特に高畑さんの「何

を」「どのように」ものの見方を伝えているか捉える

ために、高畑さんが「鳥獣戯画」の「何を取り上げ」

「どこに目を向け」「どのような言葉で評価している

か」に着目することを大切にする。 

 

４．研究内容の視点から 

○研究内容１に関わって 

 全１３時間での単元指導計画となった。第一次で

は、単元を貫く課題を知らせ、文章構成を考え、学

習計画を立てる。第二次では、第三次の言語活動を

するために、筆者が「何を取り上げ」「どこに目を向

け」「どのような言葉で評価しているか」を読み取っ

ていく。そして、第三次では、それまでの学習を活

かして、アンリ＝ルソーの絵について解説文を書く

活動を位置づけた。 

○研究内容２に関わって 

（１）― ② 教具の工夫 

  学習の足跡を掲示する。「『鳥獣戯画』を読む」で

見つけた工夫を想起させることで、表現の工夫に活

用することができるようにする。またワークシート

を活用する。選んだ工夫を書き込んだり、書く量の

目安がもてるようにしたりするためである。 

（２）― ① 目的性や必然性のある交流 

 文章を書く時間は 2 時間で設定している。中間交

流を入れることで、自信をもったり、教えてもらっ

たり、参考にしたりして修正することができるよう

にする。グループ内で交換して読み合い、アドバイ

スをする。この際一人ずつ発表すると時間がかかる

ので、交換したワークシートに書き込むようにする。 



５ 単元指導計画 
●単元の指導目標 
◎絵と文章との関係を押さえて筆者の考え方を捉え、自分の考えを明確にしながら読むことができる。（読ウ） 
◎表現の効果を確かめたり工夫したりして書くことができる。（書オ） 
○文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考えを広げて深めることができる。（読オ） 
○絵から感じたことの中から書くことを決め、全体を見通して事柄を整理することができる。（書ア） 
○事実と感想、意見などを区別するとともに、必要に応じて絵の様子を簡単に書いたり、詳しく書いたりすることができ

る。（書ウ） 
単元を貫く課題  
作品に対するものの見方を広げ、絵から読み取ったことや感じとったことを伝える解説文を書こう。 

相手：クラスの仲間 
目的：作品に対する自分の考えを伝える場面で、効果的な表現方法を身につけるために 

次 時 ねらい 学習活動 筆者の説明の工夫 評価規準 
（評価方法） 

第
一
次 

 

１ 

絵を初めて見
た自分の考え方
と「『鳥獣戯画』
を読む」を比べて
読み、筆者のもの
の見方に対して
関心をもつこと
ができる。 

１．最初の絵を見て、自分なりに読み取ったこと
や感じたことを書く。 

２．本文を読み、自分との見方の違いに気付く。 
３．本時の課題の確認をする。 
 
 
４．全文を読み、学習計画を立てる。 
 

①題名 
 

【関・意・度】 
「ものの見方
を広げよう」
という単元の
目標に沿いな
がら、関心を
高め、単元の
学習の見通し
を も っ て い
る。 
（発言・ノー
ト） 

２ 

 文章の全体の
構成をつかみ、大
まかな内容につ
いて確認する。 

１．本時の課題の確認をする。 
 
 
２．大きく「絵」と「絵巻物」について書かれて

いることを確認。 

③段落の中心となる
言葉・文 

⑥「はじめ」「中」「終
わり」 

【読むこと】 
全体の文章を
とらえ、段落
ごとの関係を
確 認 し て い
る。 
（発言・ノー
ト） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
次 

 

３ 

 事実と感想、意
見などとの関係
に着目し、事実と
しての「絵」のど
の部分を取り上
げ、「感想・意見」
としてどのよう
に評価している
のかを具体的に
読み取り、自分の
考えをまとめる
ことができる。 

１．文章には「絵」と「絵巻物」についての説明
と、筆者の評価が書かれていたことを確認す
る。 

２．本時の課題の確認をする。 
 
 
 
３．音読をする。(①～③段落) 
４．「絵」について、「どの部分の」「何に」着目

し「どのように」説明したり、評価したりし
ているのかを絵と文章を照らし合わせて読
む。 

５．全体交流をし、「絵」について、事実と感想、
意見の叙述の仕方について確かめる。 

 
・書き出し 
「はっけよい、のこ
った。」「どうだい。」 
 
②終わりの言い方 
「…返し技。」「…野
ウサギ。」  （体
言止め） 

「…してごらん。」 
「…わかるね。」 
 
③段落の中心となる
言葉・文 

【読むこと】 
事実と感想、
意見などの関
係を押さえて
「絵」につい
て読み、自分
の考えをまと
めている。 
（発言・ノー
ト） 

４
・
５ 

事実と感想、意
見などとの関係
に着目し、事実と
しての「絵巻物」
のどの部分を取
り上げ、「感想・
意見」としてどの
ように評価して
いるのかを具体
的に読み取り、自
分の考えをまと
めることができ
る。 

１．「絵」について、事実と感想、意見がどのよ
うに叙述されていたのかを思い出し、前時の
ふり返りをする。 

２．本時の課題を確認する。 
 
 
 
３．音読をする。(④～⑦段落) 
４．「絵巻物」について、「どの部分の」「何に」

着目し「どのように」説明したり、評価した
りしているのかを絵と文章を照らし合わせ
て読む。 

５．全体交流をし、「絵巻物」について、事実と
感想、意見の叙述の仕方について確かめる。 

②終わりの言い方 
どうだい。 
なんだろう。 
わかるね。 
ちがいない。 
 

⑨絵と文をつなげる 

【読むこと】 
事実と感想、
意見などの関
係を押さえて
「絵巻物」に
ついて読み、
自分の考えを
ま と め て い
る。 
（発言・ノー
ト） 

単元の目標を確かめ、学習の計画を立てよう。 

文章構成を確認しよう。 

「絵」について、筆者は何をどのように評価
しているか読み取ろう。 

「絵巻物」について、筆者は何をどのように評
価しているか読み取ろう。 



６ 

 「鳥獣戯画」の
絵巻物を描き手
の心、歴史的価
値、日本文化など
に着目すること
で、「人類の宝」
と表現して評価
する、絵巻物の素
晴らしさに感動
している筆者の
ものの見方をと
らえることがで
きる。 

１．前時までの学習をふり返り、本時の課題をつ
かむ。 
２．本時の課題を確認する。 
 
 
 
３．第⑧⑨段落を音読する。 
４．課題を解決するための見通しをもつ。 
５．一人読みをする。 
６．全体交流をする。 
７．深めの発問 
８. 本時のまとめをする。 
９．学習をふり返り、次時の見通しをもつ。 
 

②文末表現  
④つなぎ言葉  
③段落の中心となる

言葉・文 
 
 

【読むこと】 
・筆者の「鳥
獣戯画」に対
する評価をと
らえている。 
・自分なりに
分かることを
考えてノート
に 書 い て い
る。 
（発言・ノー
ト） 

７ 

 考えを効果的
に伝えるための
表現や構成の工
夫について考え
ることができる。 

１．前時までのふり返りをする。 
２．本時の課題を確認する。 
 
 
 
３．筆者が工夫していることを書く。 
４．交流する。 
５．単元の学習をふり返る。 

・書き出し 
「はっけよい、のこ
った。」「どうだい。」 
②終わりの言い方 
「…返し技。」「…野
ウサギ。」  （体
言止め） 

「…してごらん。」 
「…わかるね。」 
⑨絵と文をつなげる 

【読むこと】 
表現や構成の
工夫を読み取
ることが出来
る。 
（発言・ノー
ト） 

８ 

 「鳥獣戯画」の
絵について、自分
の考えをまとめ
て発表すること
ができる。 

１．本時の学習課題を確認する。 
 
 
 
２．筆者と自分のものの見方や感じたことを比べ

る。 
３．教科書 p140L9 に対する自分の考えを二百字

程度でまとめる。 
４．交流し、同じ絵を見ても、人によって着眼点

や感じ方が違うことを確かめる。 

⑨絵と文をつなげる 【書くこと】 
自分なりの着
眼点で、考え
を書くことが
出来る。 
（発言・ノー
ト） 

 
 
 
 
 
 

第
三
次 

９ 

 「この絵、わた
しはこう見る」を
読み、「猿のいる
熱帯の森」の絵か
ら読み取ったこ
と、感じたことを
交流して見方を
広めることがで
きる。 

１．「『鳥獣戯画』を読む」で学習したことを確認
する。 
２．本時の課題を確認する。 
 
 
 
３．視点を参考に、感じたことを付箋に書いてい

く。 
４．書いた内容を交流し、どの観点からの意見な

のか整理し、絵画を見る観点を確かめる。 

⑨絵と文をつなげる 【書くこと】 
絵画を見て読
み取ったこと
や感じとった
ことを書き出
している。 
 （ノート） 

１
０ 

  絵を見て気付
いたこと、感じた
ことを付箋に書
き出し、どの順序
で書くか整理す
ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．前時のノートから書きたことを想起する。 
２．本時の課題を確認する。 
 
 
 
 
３．付箋に簡単な言葉で書き出す。 
４．整理する。 
  最も伝えたいこと、詳しく書きたいこと、 
  簡単でよいこと・・・など 
５．書く順番に並べる。 

・読み取ったこと（事
実）と感じたことを
分ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【書くこと】 
内 容 を 整 理
し、書く順番
を 決 め て い
る。 
 （付箋、ノ
ート） 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆者が、自分の見方を伝えるために表現や構
成で工夫していることを見つけよう。 

「鳥獣戯画」の絵について、自分の考えをま
とめて発表しよう。 

『鳥獣戯画』はどんなものか読み取ろう。 

新しく知ったこと、見方が広がったと思うこと
について考えを交流しよう。 

絵を見て気付いたことや、感じたことについて
書く順番を考えよう。 
 



 

１
１
（
本
時
） 

 
 

１
２ 

 表現の効果を工
夫して、絵につい
ての自分の見方
を伝える解説文
を書くことがで
きる。（前半） 

１．前時のふり返りをする。 
２．本時の課題を確認する。 
 
 
 
 
３．例文から、表現のよさを読み取り、見通しを

もつ。 
４．どの表現を取り入れるのかを決め、文章を書

く。 
５．書いた文章を読み、推敲する。  

 
 
②終わりの言い方 
・見える 
・感じる 
・表れている 
・―ではないだろう
か。 

・―にちがいない。 
 
・書き出し 

【書くこと】 
・効果的な工
夫を入れて文
章を書いてい
る。 
（ノート・発
言） 

  
 
 
１
３ 

交流し、感想を伝
え合うことで、見
方の素晴らしさ
や表現のよさを
認め合うことが
できる。 

１．書いた解説文を見直す。 
２．本時の課題を確認する。 
 
 
３．ランダムで交流する。 
４．全体で交流する。 
５．学習をふり返り、まとめる。 

 【話す・聞く】 
自分の書いた
解説文と仲間
の書いた解説
文を比べて、
よさに気付い
ている。 
（ノート） 

 

自分の見方を伝えるための効果的な表現の
工夫を考えて、解説文を書こう。 
 

解説文を交流し、互いによさを伝え合おう。 



６．本時の展開（１１／１３） 

（１）本時のねらい  
   表現の効果を工夫して、絵についての自分の見方を伝える解説文を書くことができる。（前半） 
（２）本時の展開 
 ねらい 学習活動 教師の指導・援助 

つ
か
む
【
３
分
】 

 今までの
学習をふり
返り、本時
の課題をつ
かむことが
できる。 

１．前時までの学習をふり返り、本時の課題をつかむ。 
◇アンリ＝ルソーの絵についての解説文の内容を決めている。本時は
実際に文章にしていく。「『鳥獣戯画』を読む」では、自分の見方を
伝えるために効果的な工夫があったことを思い出す。本時は効果的
な表現の工夫をして文章にしていくことを確かめる。 

 
２．本時の課題を確認する。 
 
 

・側面掲示や自分のノ
ートを活用して、ふ
り返る。 

 
 
 

さ
ぐ
る 

【 
 

分
】 

  例文の工
夫のよさを
見つけるこ
と が で き
る。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 自分が使
う工夫を決
め、文章に
することが
できる。 

３．例文から、表現のよさを読み取り、見通しをもつ。 
書き出しの例 
・「この絵は～を表しているのだと思います。」→最初にずばり書いて

いるのでよく分かる。 
・「とても暑いジャングルの中」→実況中継みたいで、その場にいるよ

うな感じになる。 
記述の例 
・「よく見てください」→読み手に語りかけるように言って、気を引く

ようにしている。 
・「おくに目を向けると」→注目してほしいところをはっきりして読み

手の目が向くようにしている。 
・「ちがいない」→自分の考えを強く言っている。 
４．全体交流 
・個人で読み取ったことを、全体で出し合う。 
意見が出た後 
「『鳥獣戯画』を読む」で見つけた書き出しの工夫や文末の工夫などを

想起させる。 
他に教科書ｐ１４９の「見る場所や見る方法を表す表現」「読み取っ
たことや感じたことを表す表現」も参考にする。 

 
５．どの工夫を取り入れるか決める。 
書き出しの工夫        記述の工夫 
・ずばり考えを書く。     ・読み手に話しかける。 
・実況中継のように書く。   ・読み手に問いかける。 
・ユーモアを入れて書く。   ・読み手に注目させる。 
・その他           ・文末の工夫  事例  例え 
 
６．文章に書く。 
・文章構成した付箋を見ながら、文章を書く。  
・書き出しの工夫から始める。 
 

 
 
・例文が書いてあるプ
リントに書き込める
ようにする。 
・書いた子から後ろで
ランダムにペア交流
をする。 
 
 
 
 
 
 
・書き出しの工夫や記
述の工夫は見やすく
まとめる。 
 
 
 
 
・書き出しの工夫が決
められない子には、例
文をあげて援助して
いく。 

深
め
る
【 

 

分
】 

 書いた文
章を交流す
ることで、
読み手はど
う感じるの
かを知った
り、友達の
表現のよさ
を知ったり
して、自分
の文章に活
用すること
ができる。 

 

７．中間の交流（グループ交流）をする。 
 
 
・書き出しが、短い言葉になっていてリズム感がある。 
・最初に、動物の会話から始まっていて、興味がわく。 
・実況中継みたいで、その場にいる感じがする。 
・細かい所に目を向けるようになっていて引き込まれる。 
 
 
８．教師から工夫のよさを広げる。 
・最初に、動物の会話から始まっていて、興味がわく。 
・実況中継みたいで、その場にいる感じがする。 
・読み手に語り掛けるような表現がある。 
・「『鳥獣戯画』を読む」と同じ文末が使ってあった。 
 

・プリントを交換し
て、見つけた工夫に
サイドラインを引
き、 アドバイスを
書く。 

 （よさや改善ポイン
トなど） 

交流して、読み手としてのアドバイスをしよう。 

自分の見方を伝えるための効果的な表現の工夫を考えて、解
説文を書こう。 

評価規準・評価方法 
【書くこと】 
・効果的な工夫を入
れて文章を書いて
いる。 
（ノート・発言） 
 

30 

12 



 


